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『海を渡った
サムライの娘
杉本鉞子』

アメリカでベストセラーとな
った自伝『武士の娘』を著
した杉本鉞子（えつこ）は、
文明開化期にアメリカで暮
らし、コロンビア大学で日本
文化史を講義した最初の
日本人女性でもある。本著
は『武士の娘』と福沢諭吉
の『福翁自伝』を対比させ
ながら、鉞子の異文化との
接触と対応の特質や意義
について解明していく。

多田 建次著
玉川大学出版部／2003年

『日本再発見 
芸術風土記』

1929年に渡仏し、前衛芸
術運動に傾倒しながらパリ
で民族学を学んだ太郎は、
帰国して戦後、カメラを片
手に日本再発見の旅に出
る。57年、高度経済成長期
の直前に捉えられた日本
の風土は、原始日本の面
影を残すと同時に、伝統と
近代に引き裂かれた現代
日本の矛盾を突きつけるも
のであった。

岡本 太郎著
角川ソフィア文庫／2015年

『高校生と考える
世界とつながる
生き方』

隈研吾や平田オリザら、建
築・芸術などさまざまな分
野で活躍する19人の「先
生」が中高生に行った講
義をまとめた書。若い頃の
経験や今思う自身の職業
の意義、さらにそれが生き
るうえで何をもたらし、どう
世界とつながっているのか
までを深く語る。「明日を生
きるために何が必要か」。
大人にもヒントになる一冊。

桐光学園中学校・高等学校編
左右社／2016年

明治期に渡米、パリやロン
ドンでも個展を開き高い人
気を得ながら、日本画壇で
は評価されなかった画家𠮷
田博。その反骨精神から新
たな表現を模索し、唯一無
二の版画作品を完成させ
た半生を、作品とともに紹
介。海外を経験したことで
「海外から見た日本」「日本
人が描くべき洋画」を問い
続けた姿勢は今に学べる。

安永 幸一著
弦書房／2009年

『山と水の画家　
𠮷田博』

エンツォ・フェラーリなどの
カーデザインで有名となり、
現在も工業デザイナーとし
て第一線で活躍。イタリア
をはじめとする海外の「職
人」のあり方と日本の現状
を知る著者が発する「日本
のものづくり」の未来へむ
けた新たな視座は、単に生
産の現場だけにとどまらず、
日本人全般の価値観に対
する再考にも役立つ。

奥山 清行著
祥伝社／2007年

『伝統の逆襲
日本の技が
世界ブランドになる日』　
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『明治の建築家
伊東忠太 
オスマン帝国をゆく』

築地本願寺などを設計し
た明治の建築家・伊東忠
太の評伝。日本が西洋中
心の世界観を抱いていた
時代に、伊東は世界一周
の旅に出発し、オスマン帝
国での回教建築との出会
いを機に、東洋を発見し、
独自の建築観を築く。伊東
の建築物の独特の様式が、
文化の多層性から生まれ
たことを解き明かす労作。

ジラルデッリ青木 美由紀著
ウェッジ／2015年
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『中国化する日本 
増補版
日中「文明の衝突」
一千年史』
最新の歴史学の知見をも
とに、自由と機会の平等を
保障するグローバリズムを
「中国化」、不自由ながら安
定が保障された封建制を
「江戸化」と定義する著者
は、今の日本を「中国化」と
「江戸化」の悪い点の混合
と指摘する。従来の「西洋
化」「近代化」の枠組みで
は見えなかった日本と「外」
の歩みを提示する書。

與那覇 潤著
文春文庫／2014年
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『私の個人主義』

文豪漱石が晩年に生涯の
体験と思索を総括した講
演録。特に「現代日本の開
花」と「私の個人主義」は英
国での留学経験から発し
た日本への問いを率直に
表現する。維新後、西洋へ
の盲従で始まった日本の
上滑りな「開花」に自己本位
的な個人主義の必要性を
説いた漱石の考えは、現代
の日本にとっても示唆的だ。

夏目 漱石著
講談社学術文庫／1978年
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『日本的霊性』

「近代日本最大の仏教者」
の代表的著作。1944年の
戦中に書かれた本書には、
次世代へのメッセージとし
て、危機の時代を超えて永
久に生き続ける日本の精
神文化が記されている。鎌
倉時代に禅と浄土系思想
のもとで顕現した「日本的
霊性」は、大地との繋がり
にその本質を得て、世界的
普遍性をも獲得した。

鈴木 大拙著
岩波文庫／1972年

『増補 日本語が
亡びるとき
英語の世紀の中で』

日本語は「翻訳」をとおして、
漢語、西洋語の衝撃を乗り
越え、豊かな文学を生み出
してきた。しかし、英語が世
界の普遍語となり、英語教
育が盛んに叫ばれるグロ
ーバル時代の今、日本語は、
そして日本文学はどのよう
な道を歩めばよいのだろう
か。言語をとおし、文化の
あり方までをも問う、刺激的
な一冊。

水村 美苗著
ちくま文庫／2015年
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日本には、近代から現代に至るまで、
「外」の刺激を受け、

生み出された作品が数多くあります。
彼らは立ち位置を日本に置きながら、

どのように思索し、創作に結びつけたのでしょうか。
文学、芸術、建築、評論などから、
参考になる10冊を選びました。

特集／外に出て「日本」を見直す／その9

外に出て「日本」を見直すための10冊




